
　
近
年
、
I
o
T
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
A
I

等
に
よ
っ
て
世
界
的
に
産
業
や
社
会
の
在
り
方

が
大
き
く
変
革
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
経
済
産
業
省
・（
独
）
情
報
処
理

推
進
機
構
（
I
P
A
）
で
は
、
地
域
に
お
け

る
I
o
T
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
創
出
の
た
め
の
取
組

を
「
地
方
版
I
o
T
推
進
ラ
ボ
」
と
し
て
選

定
し
、
メ
ル
マ
ガ
や
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
等
の
広
報
、

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
メ
ン
タ
ー
派
遣
な
ど
に

よ
る
支
援
を
行
って
い
ま
す
。

　
今
年
9
月
6
日
の
第
5
弾
選
定
で
は
、
恩

納
村
を
含
む
8
地
域
が
選
定
さ
れ
、
平
成
28

年
以
降
で
、
合
計
1
0
1
地
域
（
沖
縄
で
は

沖
縄
県
、
沖
縄
市
に
続
く
3
件
目
）
が
選
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
さ
れ

る
サ
ン
ゴ
の
白
化
現
象
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
恩
納
村
で
は
、
昨
年
7
月
に
「
サ

ン
ゴ
の
村
」
宣
言
を
行
い
、
恩
納
村
漁
協
を

中
心
に
サ
ン
ゴ
礁
保
全
再
生
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
恩
納
村
は
、
今
年
7

月
に
「
S
D
G
s
未
来
都
市
」
及
び
「
自
治

体
S
D
G
s
モ
デ
ル
事
業
」
に
選
定
さ
れ
、

持
続
可
能
な
観
光
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
恩
納
村
I
o
T
推
進
協
議
会
（
以
下
、「
協

議
会
」
と
い
う
）
は
、
I
o
T
、
ド
ロ
ー
ン
等

か
ら
得
ら
れ
る
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
を
集

め
、
人
流
や
地
理
情
報
等
の
空
間
情
報
を
分

析
し
、
村
民
に
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
問

題
解
決
の
た
め
に
協
力
し
あ
う
社
会
」、「
課

題
解
決
に
向
け
て
賢
く
な
っ
て
い
く
社
会
」
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
観
光
分
野
で
は
、
観
光
客

の
誘
導
に
よ
る
サ
ン
ゴ
環
境
の
保
全
、
ダ
イ
ビ

ン
グ
の
安
全
管
理
が
可
能
と
な
る
シ
ス
テ
ム
構

築
や
、
日
々
の
サ
ン
ゴ
礁
の
画
像
を
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
へ
提
供
す
る
な
ど
、
恩
納
村
の

S
D
G
s
の
取
組
と
連
携
し
た
活
動
を
行
い

ま
す
。

　
農
業
分
野
で
は
、
沖
縄
気
象
台
の
気
象
予

測
デ
ー
タ
等
を
基
に
農
業
・
水
産
業
支
援
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
を
行
い
、
農
家
お
よ
び

漁
業
者
の
収
益
性
向
上
に
貢
献
し
ま
す
。

　
ま
た
、
協
議
会
参
加
団
体
で
は
、
沖
縄
型

産
業
中
核
人
材
育
成
事
業
（
内
閣
府
）
に
よ

り
、
地
理
空
間
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
利
活
用
に
よ
る

新
規
商
材
開
発
の
た
め
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
人
材
育

成
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

ら
協
議
会
活
動
は
、
様
々
な
事
業
展
開
、
企

業
連
携
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
恩
納

村
の
観
光
産
業
等
の
活
性
化
の
み
な
ら
ず
、

沖
縄
県
全
域
へ
の
経
済
波
及
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

　経
済
産
業
部
地
域
経
済
課
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仕
事
の

【経済産業部】

恩納村 IoT
推進協議会について
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．地
方
版
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o
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推
進
ラ
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選
定

２
．恩
納
村
の
自
然
環
境
保
全
活
動（
S
D
G
s
）

３
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納
村
I
o
T
推
進
協
議
会
の
事
業
概
要

　
4
月
1
日
か
ら
「
出
入
国
管
理
及
び

難
民
認
定
法
及
び
法
務
省
設
置
法
の一部

を
改
正
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、一定

の
専
門
性
・
技
能
を
有
し
即
戦
力
と
な
る

外
国
人
材
を
受
け
入
れ
る
「
特
定
技
能
」

が
新
た
な
在
留
資
格
と
し
て
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
新
た
な
外
国
人
材
受
入
制
度
の
農

業
分
野
で
の
適
切
な
運
用
を
図
る
た
め
、

全
国
段
階
で
、
農
林
水
産
省
を
事
務
局

と
し
、
関
係
省
庁
、
業
界
団
体
な
ど
で
構

成
す
る
「
農
業
特
定
技
能
協
議
会
」
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
農
業
分
野
に
つ
い
て
は
、
生

産
さ
れ
て
い
る
農
畜
産
物
な
ど
が
地
域
ご

と
に
異
な
り
、
細
や
か
な
対
応
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、

沖
縄
地
域
に
お

い
て
は
、
7
月

8
日
に
、
沖
縄

総
合
事
務
局
を

事
務
局
と
し
て
、

受
入
機
関
、
福

岡
出
入
国
在
留

管
理
局
那
覇
支

局
、
沖
縄
県
警

察
、
沖
縄
労
働

局
、
農
業
関
係

　
沖
縄
総
合

事
務
局
土
地

改
良
総
合
事

務
所
で
は
、

8
月
1
日
、

国
営
沖
縄
本

島
南
部
農
業

水
利
事
業
で

造
成
し
た
農

業
用
の
地
下

ダ
ム
が
あ
る

糸
満
市
、
八

重
瀬
町
の
小

学
生
と
そ
の

保
護
者
を
対

象
に
、「
夏
休

み
野
外
学
習

会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。 

当
日
は
38
名

（
小
学
生
22
名
、
保
護
者
16
名
）
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　
糸
満
市
の
米
須
（
こ
め
す
）
地
下
ダ
ム
、

八
重
瀬
町
の
慶
座
（
ぎ
ー
ざ
）
地
下
ダ
ム
、

仲
座
（
な
か
ざ
）
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
、
仲

座
加
圧
機
場
を
巡
り
な
が
ら
、
施
設
管

理
者
の
沖
縄
本
島
南
部
土
地
改
良
区
の

職
員
が
、
地
下
ダ
ム
に
よ
り
変
わ
っ
て
き

た
地
域
の
農
業
の
様
子
や
、
施
設
が
果
た

し
て
い
る
役
割
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
小
学
生
た
ち
は
、「
地
下
ダ
ム

の
貯
水
量
は
学
校
の
25
m
（
6
コ
ー
ス
）

プ
ー
ル
何
杯
分
な
の
か
」（
答
え
、
米
須

地
下
ダ
ム
：
5,
0
0
0
杯
、
慶
座
地
下

ダ
ム
：
6
0
0
杯
）
と
い
っ
た
ク
イ
ズ
に

元
気
に
回
答
し
、
保
護
者
た
ち
は
地
元
産

の
野
菜
や
果
物
の
生
産
に
地
下
ダ
ム
が
貢

献
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
学
習
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
ス
タ
ッ
フ
の
説
明
が
と
て
も
分
か
り
や
す

く
、
い
ろ
い
ろ
知
る
こ
と
か
で
き
た
。
地

下
ダ
ム
を
造
る
と
い
う
発
想
が
す
ご
い
と

思
っ
た
。（
小
学
生
）」、「
私
達
の
食
卓
に

食
べ
物
が
そ
ろ
う
た
め
に
、
色
々
な
働
き

が
あ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
改
め
て

感
謝
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
施
設
を

造
れ
る
日
本
は
幸
せ
だ
。（
保
護
者
）」
と

の
、
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
事
務
所
で
は
、
今
後
も
学
習
会
を

開
催
し
、
地
下
ダ
ム
の
役
割
な
ど
を
紹
介

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　土
地
改
良
総
合
事
務
所
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仕
事
の

【
農
林
水
産
部
】

夏
休
み
野
外
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

〜
糸
満
と
八
重
瀬
の
畑
を
う
る
お
す
地
下
ダ
ム
の
見
学
〜

沖縄地域農業特定技能協議会開催の様子

No.3

仕
事
の

【
農
林
水
産
部
】

沖
縄
地
域
農
業
特
定
技
能
協
議
会
を

設
置
し
ま
し
た

団
体
な
ど
を
構
成
員
と
す
る
「
沖
縄
地
域

農
業
特
定
技
能
協
議
会
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
今
後
、
当
協
議
会
の
下
で
、
関
係
機

関
や
受
入
機
関
が
連
携
し
、
本
制
度
の
適

切
な
運
用
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　農
林
水
産
部
経
営
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慶座地下ダム見学の様子米須地下ダムで集合写真

沖縄地域農業
特定技能協議会

沖縄地域
の農業分
野の受入
れ機関

沖縄総合事務局農林
水産部経営課
沖縄県農林水産部営
農支援課

福岡出入国在留
管理局那覇支局
沖縄県警
沖縄労働局

沖縄県農業法人協会
沖縄県農業協同組合
中央会
沖縄県農業会議

等

協議会の招集、共有する情
報の内容
その他協議会の運営に必
要な事項を決定

沖縄地域運営
委員会

沖縄地域農業特定技能協議会の組織図
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